
 

 

 
生まれてくる赤ちゃんを風しんから守るために、 
抗体検査や予防接種を受けましょう。 
 

妊娠中の女性が風しんウイルスに感染すると、おなかの赤ちゃんの目や耳、 

心臓に障害が出る「先天性風疹症候群」で生まれる可能性があります。 

同居者や周囲の方が予防接種を受けることも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

風しんは子どもがかかる病気だと思って油断してはいけません。感染して

も 15%から 30%の人は、症状が出ない場合があります。 

そのため、知らない間に周りにいる妊婦さんにうつしてしまうことが

あるのです。 
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イラスト 林かこ 

・実施率向上の為、現在コロナ集団接種会場である健康プラザかつしかにてポスターを掲示。 

・今後、コロナワクチンの 3回目の集団接種が開始後、８から 10 か所の集団接種会場にポスター

掲示する予定。 

・動画上映が可能な１箇所について、厚生労働省の啓発動画の上映を検討中 

風しんの追加的対策の実施率向上に向けた葛飾区の取組 



 

 
 

 

※1 過去に公的に風しんの予防接種が行われていない方が対象です。  ※2 MR ワクチンは、麻しん・風しん混合ワクチンです。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 葛飾区独自の制度で、 
風しん抗体検査と予防接種費用の 
全額助成を行っています。 

昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの 

 男性限定！※1 

昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの男性を除く 

 19 歳以上の葛飾区民限定！ 

KAKO 風しん予防接種の空白世代は要注意 

詳しくはこちら 
（葛飾区独自制度のご案内） 
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